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病状と各病床種類の関係 
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高度急性期 

患者に対して早期安定
化に向けて、診療密度が
特に高い医療を提供する
診療 
例：心筋梗塞、脳卒中等  
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急性期 回復期 慢性期 

 
患者に対して状態の早期安
定化に向けて医療を提供す
る診療 
 
 
例：重度肺炎、複雑骨折等  

 

急性期を経過した患者へ
の在宅復帰に向けた医療
やリハビリテーションを提供
する診療 
例：心不全等慢性期疾患 
  や重度肢体不自由者、 
  神経難病 等 

 
長期にわたり療養が必要
な患者を入院させる診療 
 
例：長期慢性疾患、慢性  
   腎不全等 
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急性期一般病床１～７ 

地域包括ケア病床 

療養病床 

出典：病床機能報告マニュアル 
  症例は、病院記載 

急性期一般病床１～3 

障害者施設等病床 



地域包括ケア病棟 
（60日限定） 

地域包括ケア病床の受け入れイメージ 
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診療（治療） 

リハビリテーション 
レスパイト入院 

1.急性期後の患者受け入れ 
（ポストアキュート機能） 

2.介護施設入所者等又は 
在宅患者で急変時の受け入れ 
（サブアキュート機能） 

3.レスパイト入院の受け入れ 

4.在宅等への復帰支援 
自宅、介護施設など 



病床規模・機能の検討 

 １．基本構想に基づき 
   Ａ案：一般病棟40床＋障害者病棟50床＋療養病棟40床  130床 
   Ｂ案：一般病棟40床＋障害者病棟50床＋介護医療院40床 130床 
 
 ２．130床規模で複数のパターンを試算 
   Ｃ案：一般病棟47床＋障害者病棟50床＋療養病棟40床  137床 
   Ｄ案：一般病棟50床＋障害者病棟47床＋療養病棟35床  132床 
 
 ３．2病棟を含む130床以下でのパターン 
   E案：一般病棟47床＋障害者病棟2病棟80床       127床 
   F案：一般病棟50床＋障害者病棟47床           97床 
    
 病院事業は赤字基調のため、現状の収支構造を踏襲しつつ一部改善が見込め  
 るものは反映した。今後整備費算出とともに収支試算も見直しを行う。 
  
 前提条件は別紙①に記載 
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各パターンの収支シミュレーション 
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収益が最も高いのは病床数が
多いパターンCではなく、一般病
棟を地域包括ケア病棟にしたパ
ターンDであった。 
 
＊全収益に対する割合を表示 

2019年は施設老朽化のため施
設整備が多くかかっている。 
費用が最も低いのは病棟が少な
いパターンFで、病床数の順に増
加している。 
 
＊全費用に対する割合を表示 
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パターンDの地域包括ケア病棟＋障害者病棟＋療養病棟が黒字になった。 
 一般病棟は入院単価の高い地域包括ケア病床の割合を高め、単価の低い療養病床の
割合を低くすること、病床数を多めにしたことが利益につながった。 
 病床数を削減した2病棟試算も行ったが赤字幅が縮小したが黒字に至らなかった。 
  

各パターンの収支シミュレーション 



基本構想から２床増加した理由と収益試算 

１．病院の費用構造と利益 

  病棟の看護配置人数は、看護基準を満たす人数で最大看護できる病床数を設定することが多い。 
   それは病院の費用は次の通り給与費が大半であり、人数が同じであれば給与費は変わらないため 
     収益増はそのまま利益につながる構造を持っている。 

 
 
 
 
 
 
２．２床増床の収支、費用見込み 

  ・２床の収益増（地域包括ケア病床）  

     →年間22.6百万円（2床×91％（利用率）×34千円（単価）×365日） 
   ・２床の経費増 
     →材料費（13％）と経費（5％）が収益と連動し減価償却も増加する（想定） 
      年間8百万円（22.6×18％＋4.0） 
    ・収益増 年間14.6百万円（22.6百万－8.0百万） 

 病院は固定費が高くそれを有効に活用し利益を上げることが重要 
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図1：2019年度病院経費構成 
＊全費用に対する割合 



病院の規模 
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• 地域包括ケア病棟 
– 施設基準 

• 地域包括ケア病棟入院料１（１３対１） 

– 病床数/病床利用率/１日患者数/ 
• 定数：５０床  病床利用率：９１％  １日患者数：４６名   

• 障害者施設等一般病棟 
– 施設基準 

• 障害者施設等入院基本料（１０対１） 

– 病床数/病床利用率/１日患者数/ 
• 定数：４７床  病床利用率：９５％  １日患者数：４５名  

• 療養病棟 
– 施設基準 

• 療養病棟入院基本料１ 

– 病床数/病床利用率/１日患者数/ 
• 定数：３５床  病床利用率：９５％  １日患者数：３３名   

• 外来診療 
• １日患者数：７０名 延べ患者数：２５，５００名（診療日数：３６５日） 



【参考資料】介護医療院の施設基準等 
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（出典）厚生労働省：介護医療院の概要 
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/kaigoiryoingaiyou.pdf 



【資料資料】介護医療院の施設基準等 

10 

（出典）厚生労働省：介護医療院の概要 
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/kaigoiryoingaiyou.pdf 




